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小佐々町をもっと元気なまちに
町内の有志でつくる「まちづくり推進チーム」が初会合

８月２８日、「まちづくり推進チー

ム」の第１回目の会合が小佐々地区

コミュニティセンターで開かれました。

小佐々町がより元気なまちとなるよ

う、新たな地域活性化の方策につい

て考えていこうと、小佐々地区自治

協議会が主催したものです。

同チームは、30代から70代の小

佐々町内に居住する有志14人で構

成、そのうち50歳以下の方が８割を

占めています。

昨年10月から今年1月にかけて

「小佐々町の未来に向けてやりたいこ

となどを話し合あおう」と町内の方が集

い、「まちづくりミーティング」が３回開

催されました。

そのときに出された意見をまとめ、情

報発信、イベント、商品開発の３つの

分野で活性化策の候補が考案され

ています。

この日は、その候補となった事業案を実施した場合の効果・メリットや課題・デメリットなど意見を出しあい

ながら、メンバー間で情報を共有しました。今後、いくつかの視点での評価を踏まえ、小佐々地区自治協

議会が新たに実施する事業を同チームで企画していくこととしています。次回第２回目の会合は、９月

28日に開催予定です。



美しくも力強い音色に会場から感動の声

～小佐々中吹奏楽部とSASEBO響団が共演～

貧困、紛争、気候変動、感染症＿＿＿＿。

人類がこの地球で暮らし続けていくために、

2030年までに達成すべき目標

それが『SDGｓ』（エスディジーズ）。

持続可能な開発目標という意味です。１７項目あります。

２ 飢餓をゼロに
飢餓に苦しむ人は全世界
で７億人以上です。日本
ではまだ食べられるものを捨
ててしまう「食品ロス」が問
題となってます。
食べきれない量を多く買った
り作りすぎない、また地産地
消を心がける、食事を残さ
ず食べるなどできることがあ
ります。食べ物を大切に！

９月９日、小佐々地区コミュニティセンターで、小佐々中学校吹奏楽部と

社会人吹奏楽「SASEBO（させぼ）響団」による「ふれあいコンサート」が

開かれ、150人を超える観客に演奏者も力を込めて演奏していました。

演奏された曲目は、小佐々中が今年の吹奏楽コンクール課題曲「ボロネー

ズとアリア」、「野球応援歌メドレー」、響団が 「ムーンライトセレナーデ」など

です。また小佐々中と響団が共同で「未来への想いで｣などを演奏しました。

両吹奏楽団の非常に美しくかつ力強い演奏に会場からは盛大な拍手が

おくられていました。

■楠栖小学校の取組み

給食ピカピカ大作戦‼実施中

■給食の残食０を目指して!
いのちを見つめる月間で人の命に

ついてはもちろん、食べ物の尊さに

ついても学んだ子どもたち。お米一

粒でも大切にという取り組みで給

食を残さず食べる工夫をしていま

す。

給食の方たちへの感謝も忘れず、片付け

までピカピカに！

楠っ子の皆さん、これからも頑張って！


